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 1繋・ぎ・
 1一.場・長酉因みのる

 海洋頓測ぬ実牽状況を鬼す、併せて大島分場職員の万カーと
 も現地で話合ってみたいと思って、潜馬暖流調蒼の・一都であ

 る遠洋定線観測のため・6月27冒鹿児島を出港する照南丸に・

 便乗し'テニ。.私が乗っだ区商は全航整の4分のハニも足ケぬが・

 宮崎県琴とい岬挿まで/一0q浬・これを起・事として竜東に'/
 50浬、西1二・転針して犬島え約350浬、合計絢600湧、

 3昼夜半を要してク月30日5時古仁屋に入港し才二。折から

 箒葦禰'蒔告で同号音字辛つ正;一秒速7_一一/0;矢位の雇≡し右言一あり男充4ラ中事簗ナご

 '室にしぷきがか、る時が多く、定点で船を止めて援定の偉業1
 をする調査員や船員の労苦はなかなかのものである・しかし.

 夏はまだよい÷して・寒中や∴もっとひどい風波のときは'大
 変な事のだろうと推曇書し亡。

 漁業謙瞭のときは影響が自分のハダに威しられ、またいわ
 ゆる張合があろうと想像する炉J水温、塩分、プランクレヘ

 何々と云つたものか。一・般船員にとっても身近な大切な仕一事

 となる為には相当な自覚卸必要であり、関係看の啓発指I導も

 必要である。照甫丸の船貢はこの点よく仕事を理解.し、熱心・

 にやってて・た今見受・けすこ。それだけに、苦心して集められた
 サシブ〃やデーターを整理し解折し結論付けて行く僅1上勤務一
 の方々に、,ピパ措垂をむだにしない様に望みたい。叉現勢徒
 事者が自分の任一群が意義あるもめだと云う自覚を失わぬ様;二

 時々剰撃剤を注入する努力と工美を忘れ姐ことを望みたい。

 照南丸は引続き古仁屋萬稜の実習生を乗せて叡損ポに出」るが、

 私はあまり長く声すにできなIいのでこ㌧で下船し、最近の便
 船を待って庫児島書二箒ることとした。その間分場の皆さんと

 仕事の打合せをしたり、実地を見せて・・もらつテこり、遊んだり

 して2日夕刻庫半島え向う寧客船萬千穂丸1二乗船。照国丸が
 ドック中で船便が少く、積荷が多かったので/9時出航予定
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 で乗込んだ外いよいξアソジ巻終1州丁そ動再出い1
 の'は事・ρ静だった。きすがに日没のおそ一い南国の空もトツブ

 ヅと・靴て・一Iデッキ㍗ヂめる風評は・近く舳や雫のすみ
 ・絵漉様な形.と吉仁星の'縫だけである。それも一間もなくエソジ

 マ麿遼、・瀬戸職名に一はしない薄歯1二さえ一ぎ・られて・/0分
 二あ.次っ詑漿に.ぽ全く見えなくなった。と、この時デソキニの後

 坊錦毒壷燈がチラチラする。始めは後部デッキ勤務鯛が
 前部勤務船員に宿カニ相図しているんだろうと気にも止めなか
 っ凌がξ.湘当時間がたっても、蟹を円く振ったり、斎滅させ
 .養・;り一している。前部デッキには之に答える何者一も居ない榛だ。

 二衰疹れる弩の目標と思われる方向を見ると/・湧あまり離、れた
 憧地方に;舳様に円く援ったり点滅したぺするかすかな燈
 .が現える6・こ㌧でハッと気がついテニのは、夕刻葉箱前にこ'の
 .近二く;の小さな無人島でマ㌻貝の輿球萎…殖をやって屠られる・方
 に一会い、今夜の船で鹿児島市1二月才二'い:出ると云って屠られ

 ;鴛・そ二とだ。.,.

 “葡目分揚の新村鼓鮪の案内で現場見学しブ三・が、一・60才位一と思

 ね=担る潜と二.1ぞ島に似合の夫人が2人だけで硬め住一居と惟業
 必握豪蕗τ』.住み一、古仁渥から約3湧・陸づたいに一縦れた小無

 。幽.轟一(着夫一婦・を'除いては)であるから、.電1壁はもちろん無い

 虹業撒水苧犀糠・かち集咳た雨水を充している様だつず二。一こん
 擦砺便李紅ごろで・長一剣=わテニり常住に近い塗活を2人だけ
 怨鮒て哀も売るのだか'ら・、・数的舳にも、船と島かぎ互
 生茅・渥燈を頽る気持になるのは当然であろう。何となく心打た

 匁る.二も。似を威・じて目頭が熱くな一った。5分位ポ終ったか、・湾/

 ,、麹、ゆた珍・1二そ二一の小島の獲も見え之ミーくなつぢ口同時に後方デッ
 糞⑫懐中竜野も消え再び点ぜ・られ予ことがなかつ㍍しばら
 壱レ.で後部ヂツキ.え看って見た.が言髪も居ない。
 .=…泰島.頓戸内の,マヘ哀疎も戦後一時有望'視され∴養殖牽許も・.

 麓=即・な一づll、箏・ブザヵ一一らレき者の活劉邸つ一た様だ
 砂、・・一母・泉.の不足、Iと云うよりむしろ絶滅に近い現状では八王
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 採薔から栂貝の養殖えと真の増殖方法が確立しない限ゲ毒

 業としてこれは成立・しまも㌧・課業雫犬島分場ポIこの意味か
 ら璽婁な繊項目のヤ李・して採り1射て馳・今年から本
 格酌にマベの生態生活鬼ξの他藍本的なことから解明して行

 くが、I何とか一一字でも早く。大尉水産振興の為に、小さくぽ.
 このマニャ羊も云える事翻心な岩御夫妻峠めにる・こ.れ
 を成功き一せたいものである。1

 寺一山縄I行I

阿世知島夏

 子う人一吉叩寺峠園苧景観の地であることは、県・束
 の観光窟転で或咋度:あ想寧はついてい1・し∵度坤て克I一
 丈いとも思っIてい㍍幸い去る目初夏9淡い目幸しを浴φτ、
 ・単軸駆って声野の坂一を率つ11ごとカ1缶れ吉酵の坂は一味
 一つ一た人.'も知る通り・かなりの急坂で.・此の坂筆半り.繕舳は
 よくI野が明るく広が?'て・.此処で誰一れもが一眼したくなる.
 吉野の人1千へそ6商用や・勤めの為に一.この坂道を鯛睡・
 リャァトを㍗手即裸り・自転卓を押して撃ってい㍍
 その費すエネ.〃ギーはあの延ヤ3キロ近い.急坂で参ることで
 も、.読者に想像が顕えると.思う。

 私は干師1ソネー〃上り口亭・ら時衰・・キロで一バ〃
 握ったが急ごうぱいの為平地の/0キロ程度の速度しか一回な

 い.縦帥かの坂献上った興一二鳥容昨て休んセ居る.灯・
 アターの一隊に出会うた。面白いこと1;はどのリヤアカロー二
 も一数人の人が付添っていゼ卓が動き出すとξの数人も醤縞。
 役苧?とめて1二・肩こと㍗糺遺・.卓の後押しをしている去
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 婦人と講を変え章があ聞き取ったことはし吉野から農産物を

 鮒雌児島に商い1;出しるとき、この坂が急なの右ニノこ曳き
 での下り坂は榊し叉鹿児撃か榊即便・鵬雑貨筆買い
 こん下・の土.り坂嘩到底阯べ酌きで越せるものではない。'そこ
 一で家族や親しい伸閤ゲ2人3人組み合せてリャァカーに付添

 1ヒ羊にして!・る一・〕とのことであつ1縦はこの老婦人㌣、
 若い賓、方一杯リヤアカーを引きその昔は尚更険路であった

 1はすあこの吉野坂をセーツセと歯い続けテニてあろラ事を想像し、
 '今また声体をおします若い率の後押しで結滞をの役をつとめ
 てかる姿が尊く見えた。私はこの一隊とわかれて.一気に吉野

 峠を乗り越え、更に寺甲コースヘ単車多走らせた、
 初夏の吉野町は、どの家をのぞいても櫨木、盆栽、草花の

 類セ空地のあますと.ころがない。まテニその手入が素人はなれ

 がしている影けば春萩・鹿界一島の木市を飾る大方のものは、
 竿.処真野から運ばれるという事がわかって艘とうなづけ㍍
 ・この率回部帯から東にgキロの橦光道路を走れば寺山公園で

 牽るr二こ峠山は市が誇予ほどあ?て・展望ろ1に.辛では一
 有1二碑水にさ仰軌湾と桜島を配し、眼下b鹿児島市街を
 舛亨離冨壬の遠勘よ1し・左に重冨・沽俊・牟治礼
 金へ・戸砕卵良一帯を収め・雛連苧を遠望鵬る絶景
 一?㍗.・.一、正…1二幅の絵巻一物であるバに絵筆の素養が舳ば
 会岬.けブ触物牢い1㍗ろ1に・その術1な1県この竿一
 犬.午抑1。千!1リする.だけであつ㍍
 ∵睦望ろう'には.先着の若美婦とおぽしい男女が小さなもみを
 は,きんて何千.甘い語らい苧してい㌫ごめ若い二人は都心の
 ・縫戸辛率11坤放されて存分の平らいをしていたであろ1。
 ＼I斑はご㍗.青銚ぶ肺気音こわすまいと・静かに舳を離れ
 Y∵松林のペソ手で一眼つけ1、フ1.恵.1ともな1吉野坂で
 竺箏老ヤ事が思い舳た∴田舎の生活で錬え。た老、
 糾脂え1・.騎に遥暦'もすぎ七70に近一い老体でありながら

 苧ト人とし下・駄童い率を費1・時に登㈱卓を押
 ・=』冬㌧・二一・一・I一'・一・一一..



 して・舳;けわしい紬榊鞘け琴れを生活の為とは云え.・
 身の不遇や二fl;ヰを訴える頂一もなくこ、衰えた髄力を'精一杯家族

 の組鐵に投げ出している・ことであつ亨二。着毎1二して繭窺を失一

 つた私は、この岩締人の働き通す吉野坂あ明け暮れを、幸せ
 と・も見、主た不潭・とも感じず二が脳裡を妾ξぬまま、持参の操・
 当年食車をとグ'剖探勝の半目を終へ11恢第で・あ㍍さて・
 この舞い寺山紀行を緒ぷ1二当って、こρ老婚人の勤行と我々
 の日常とを思いうかぺ次のことを書き添えてみたい。

 私は常に恩う・人の自営は岬を離れて!ま帥得ないし叉一
 纏識の外での働きもない。人は常に組織のカとその愛情に包

 まれて宥.ち亘っ励まされている。まテニ。このう.えに寄り所ま
 で異農られている。この分り.き刃ず二平凡な条理がや㌧もする

 と忘れ去られる。この事は人智あ弾けるにつけ、文化の進.む一
 に連れ、反比鋼して忘却されるきらいがある。含水産団体の一
 育成とか強化とか、沢山の付け薬や、呑み薬は売り出一されそ
 いて邑、かんしん、の病源が堀り出されていない。仮りに堀り

 出され年としてポ患者自体・この手舞に策のすべてを献げ
 ていないのではあるまいか。着しそうだとすれば、此処に漁

 鴇回生の良薬が置きざりにされている。此の病患を切何に治.

 させるか,敵5は易い一、要は組織への協ガ.である。協力の報1

 いぼ・1に芽ミ・か、に仲所か艘ばれて興えられるものでなく・組
 織への協力渥よって組織を逓七分=興きれる報いであらねばな

 らない。・この問題はこσ考え方の素直さによって解決される
 のではあるまいか。一、

 我々が社会を萌るくし、住み良いかん境を創り、.自らの書
 脳と焦操を退けて入間本然の姿になるためには、先づ≠手観
 音とまではゆか寺とも、温い協力心を培'う事を第}義とすべ

 きではある辛いか、豊かな協力の集団は騒はしくもあれば、
 その業は必市?.成就する。官公所、固体・商社等いやしくも
 組織葉務の行はれるところは総て磁力の集積で仕事が進に把
 い'て協力の得失如何で事業の盛衰が決麦るといえよう.この
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 条理・は誰もがうな.づき語ると1ころではあ1るが、一人は得てして、

 .日高一言1叩て・唯我独尊の畔によぺM摩ひをさまそ1
 としIなぜ、"わがま一ま〃きがある。

 漁協同生の良薬はその組織虞全体の協力の集積であり、協力

 の素は組鯛伸・の・わがま・ま'・の拘制から竿.まれよれ
 心岳凄難あ如く見えて易の行ではあるまいから心眼は自らの
 手ぞ開きたいものである。「・

 、:一昭勅三・十」年唐・一策ご次
 表一、まぐろ漁業調I査反海洋調査報告
 、一…I・竹添武顕

 1-H竹下克一

 類ま・えが.'き

 南方海域に於けるまぐろ延縄漁業に験する調・萱前段に一ついて

 は、・多くの試験研究載麗慢よってそれぞれ報告がなされ下い

 る加巳二づれも犬型船による調査が多く、・本県の場合多くの浮。

 延縄漁業・は率表辛海幸くる・かじきも延縄漁業を主体として一
 いだふめ船型き/0.0屯以内の漁偽が大部分であつちが返隼
 .南君に畜進出すオ様エニなり叉各漁協に於て巻南方まぐろを主

 体琶尤る漁船が肇遷されケ㌧あるがいづれも/00屯級であ
 る}I本場試戸竜船魚南丸はか1二る/00屯及漁船及。近海該漁難.
 の漁閑期'一に於ける南方漁一場の漁況及海況についての調査を目

 ・的し下記の適.り実施したので其の概要を取りまとめ記載する。

 z・喉拝謁喬

.(!)海洋調.査.
 ・主として往復航海中原授縄后気象並に海況調壷及プラソー

 .ソ・トシ採取一を毎日72時に実施した。.

 (劫漁業試殴一一'。
 塩鋤二記まぐろ莚綴毒使用して下記の調査を実施しナニ。

 量き・海況二、二∵・.I

}6'τ



 わ・経緯別離状況.・.・'.'.
 ()、魚種別出現状況

 d・魚体調査∵÷'}
 e、其の他の.事項

 (3)綿漁具とク!モナ製漁真との比較試動'
 4)ピ土一一〃製重'油タンク使用試離
 (5)魚俸及海水の放射能調査

 ユ・試・僚船1反義傭

曳

 .(/)試喰鉛・一照南丸9883屯300児

 (2テイク〃ヂーゼ〃エ7ジソ、可変ピ'フ
 チ式遠隔操縦装置)

 段)タ〃ビジ武電動測深機
 ・〈3)ナ1/ぜソ式顛倒採水器及落援計'

 約良弁筑ナJ・・{一・昇・_〈一二缶)
 レ声・電式風向風力計

 (6)フ1/オン(!2、)冷瞳機一
 (7)ブラIウソ管式方位測定穣
寅)8本電報!0}黎漁鱗鮒
 /9レ岬すモ〆ラフ...

 3・主要仕逐為種載量
 (/)燃料・.I、い
 a重一泊34二856サ・ット〃

 b潤滑油620〃

 C灯滴・250"

 (易鯉、料

 冷～貞サゾ÷系守!6-000尾
(3)砕腺
26竜

 (4)共の他・・一I、.

 a冷凍紙/000麦定
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 (ン)実施期間

(早)一操一業.翔商

 .(3)観測点数I
仏湧毒;蕎諸城'

 自昭和3/一年5月/ヲ5種…34氏・
至昭和3'/一年一5月27目

 白馬≡≡和3!・一4幸5角27日
 延!。2目

 .至昭和3/隼.ξ月ク日

 赤暴書ξ因業定/0国

一2'7一濁席
 .'2NI～4N.!30E～'!36画一

 .5調査の概要
 昭刺3/一隼4月下旬より漁'具.の作製を実施し5二月/9胃・本

 毎度第一次まぐろ漁業試簑あ為鹿児島遊を1出港・ポー路樹演1・レ
 つ㌧南下し5周27日よりバラオ諸島商匿海域で第一回一試・鹸

 操葉を実施した。この海域は割余塚漁が見られた・が調査の,必

 要上加まで調査南下した。南下す.る1二従い房擁率も。非常に・
 悪く・なIり叉無体も非常に小型(4・賀内.外)'と,なった。.叉この

 海軍あ東暫によ手漁場の変佑では磁獲率或は魚群組成等には
 あまり差.違は認められない様であった。

 I・.'月、・目再呼上・㍗㈹…1湘㌧ノ狩附近で操業し…
 5%内外の・漁'宛が連高見られたる高・本試吟船は氷・燃油共
 共.の.積載畠泉非常に少ないので計!0回撰襲、漁獲約3-70
 0貫を漁。事し5月28目より病途につき6'月!4目瀞・岡県清
 水港に入港2!目産児島港帰港本次調.費郡貰を終了した。

 6一漁・具

 .(!)a綿製漁具4本付/00鉢但技縄はクγモげ.一
 bクレモナ輝臭・4本付200体全都クレモナ'・'.計300鉢

 ¢)ノ鋒分構成一
 aミ浮縄綿糸20番手ノ0匁・24米(/5尋)/本

 一8一・



 b幹層'一.〃'一・(クレ毛ナラ匁)・5-0米(3二

 C枝4「・クソモ≠〃・一.、9匁'./.2米(8等

 d㌣ヤマ27醐搬ワイヤに鳩采20番手4号を
 セ.キヤマせるもの7米

 e儲元ワイヤ26番線考撚ユ3米(∠5-

 f妙鵠一.まぐろ祷エ・寸
 9.浮標ガラス手'9寸経

 め々
 。む、、_...一ム三里____拙1

 慧舛I、舳・
 !。、。物ノー

 ._、.!＼・＼.、二、,ノ0肌..ノイ
 '「、I一・一一一ぺ一._=・・一.'1 ㌣一^一∵l

!l1
 土〃肋ド1手

 .セキベ・拠、1五
 駈フイ秘・筋Σ

 ク海現一一・

 毎日`回海洋慣漏を実施した関係上(巻末の航跡及禰測点≡、

 図参照)測帝間隔が粧に。なったが大略の傾奇を見ると28■㎜
 より2“甲の大平一津縦断氷温鉛直一分布図(f.ig'参照)の
 様で表面水温㌦ま立8℃一3σ℃代せ2ぴN一1ぴN附近は

 200肌層ま一で20℃以上を示寺北1赤道海揃城・でアN一炉N
 以南の海域が反赤道海流.城となっている構である8N-40N

 附近の下層には一/0℃代の冷水がありこの附近で一繭熱帯中層
 流の上昇が発達している様であるσ

 叉東西周の雫鉛直水温分布」を示しだあがfig!ノ!fig
 ノノ2で上言己冷卒の上昇は5N-8N附近を東置に長くある・
 様でSt!7・..St/8・St!9刊螂され㌦
 3附近の20わ媚附近では㈹琳近よリ鞘く反歩遺薄棚
 の主流は俗画.一3¶附近1二ある様でるる.o

 、一9一



 差鮎きな〃11池坤ぺ1・ト・岬附近で
 は揃坤1紬叶㍗時ユ・苧椥遵1で蛇
 一れている校であった・。

 I察f1膚下すれば其の熱.カは弱まけレ灼附近.では/痘内
 外となってい一青1㌦海上は一雫戸平温下達昌SEんSWの・風か
 1物心蕊あ無風状態11近い状態であっll。

 .永福鉗'直秀一布I'図  (湊St一/～St/2)



 fig2ノ/(2/2の佐賢一)

』

 '一^一、■■ , .τ 一

.

 1㍗十ノ件4主≒一〆単一一淳竿
ザ∴∴フジ“∵
 N.∴1一・・.一レ1
∵1
 1正暫L/32、.ぽ一一

 fig・ノ・・一、'.・
 。1し・.土上工土止
 ザ'一//'一班

 ∴、!ン
 ∴＼∵
 ギ1、∴ニニニ

.200

水温釦直分布甲  (帥/5～S㌣g)

 二〃7'



 8海・・.況・.・,
 (/)滅高及釣獲率∵一、
 下奉(舳舳1示妄樹1漁碑は全鮒1パ㌧・・I・
 /36』E～!35^瓦附近;莚良好で5%～8%浦装童率を示しキ

 ハニメだけで竜4%イ堆であった。然し一レン礁東方のパ・'
 /3■4二瓦附近でも雇も港.傘としては4%～6%キ〉・ダ阜～5%
 内外'てや・、好㍗漁況であったが漁体が非常!こ.小さく一一般にメ

 ・ジ印され一ポ体重31～4賛gものカ榊さ出
 漁獲の愚かった一のは4N・附近及ト・・ベイ島蘭方で勅擁寧・2%

 内外であった。

 文との海蹟ではキ人〆に次いア漁簑のあったのはク百カフ.カ
 ジキで平均釣擁奉δ3一%を示し達目ユ4尾が漁業されメバチ
 の漁率が非常に少く0.!7%てあつアニ。

 間この海域の漁.祝を同方で操業された2～3の報告と比較す

 ると若千上魍ってて・る一様であるか、この海域では5～6月質

 がキハダについては一番漁港が上昇する時窺ではないかと思

 える。_、

 tab1e!...二一・
 魚種・男ザ漁獲商㈲及び妓、1港一率.

 __._一一・Ij(の数字)

 ぐ?丁=1,1∴シに㍗て
 1.i..二二r桃1芒仰仰坤・・レ1〃・1戦α・抑グ

 、批だ1㍗十サ11女
中/2.一



 
 

3■一''{“1一州'“Lナ紙1一一

  (ヴイ塗いを含まない) (ヴメ値いを'含Iまない)
(2)魚種動出現率

 魚種別・出現状混を示したの舳b阜・でキー`坤呼ヅ
 5%を占め叉各操糞毎共わ・女一の出現が争かった。キメ列二

 次いてハ.カフ(56%)"(3%〉～タキ㌣戸1ミ
 ヵフの出現は非常に少なかっテニ。又サメの、出馴ま多い目でき
 7%を占め・ることもあり平均ノ83%てあつテこ。

 tab工e2

 〈責手重男口出三……暫率  (下欄の数字%)

 (ヲ.メ晩.を含まない)

 I一・一、'3一



 、臼)氷温と僻;き'∴一・一

 ㍍㍍㌘㌣ab113は麦戸水準の子化を
 騨雫.亭.咋納表面栖・ぴg以下で・・℃代の時か最1
 帥㍗“g・切甲Iら外な様に漁印食かつ11
 雫仏デー/0二羽操業伎雫一…ま水率の第}鯛ぽ/00肋～
 一!タ、0筋、二あり200肌届ては水温/ぴ～/》C代と非常な

 確師し㍗る卵雫以この海域は前漣て・・海況)し
 ち擦1;辛季道海流曾有榊二相・当し中層流の上昇がうかがわれ
 る袈であることは注目に律する;
 fiξ中3

 各戸水。湿と一釣獲率



taも1e3

 表面水温の変地

温度差

入縄中最高

嚢価

41516,  718一夕し0

 μ雄一義皐
 2鈍9012ψ30必紬卯エ0

fig4

 きはだ体長組成

 公きほだ

 5N以北
 5N以.南

会測定尾数4!8尾

fig5
 きはだ体重組成

 金きはだ

 5N理耽
 5N以南

 全測定尾数4.ダ8尾



9争体

 (ノ)今試練獲の主体ゼ率ったギ・ダ…尾についτ体憂
 測定を打つだ一緒果舛fi9多一一一ぞ一あるての海域は90猟～!0.
 ≡込幼と二^2-0'腕前牽、の身つ一四.モニドが見られる。
 ≡一徹1を、抑以北と畑と一一1二つい立見当すんぱ90{弼.～!00
 私学率牟るモ.一r1岬以南・の漁群であり…滅後に
 1率妙三局・手・ブ邸ド州1.曾.無一群・と.・.・を・境にして雛に其
 の一'魚群痘成カ;異一っている一。このI事は体一重組成の土からも明か
 である。、(fig4,5参照)

 tab〕一e.{{3..クロカワ体・長、体重奏一・・リl

 i逆舛紬如幼

 如b抽4.メバチ.体長、.体重表

          所7g平1阿・可珂7}「7r咋・叩亨百夏一丁,一'†丁:;;l11⊥一一』r一一r一一Trげ
          !l1二Lト.'     

      
一

          、トに↓⊥」           !!'

          /ξo.一『下3  
        
`

          一一十一11一工に.2.6一           一一'.

          ト/          一11,1';一一十1一一一1/2!
          '.一!6

          ・

          ■/'十≒
一/名一一



 'じable5、.キニク体掻一担体重表

            ＼

            ＼.、・一・・.・1王・・㌢/・.・…、・・.            ザ

            20.
            一一

            58823!!
            29/44

                       1書1一42・8./8             684221!
            /・42

            258852255046一42ノ6.・/08436

 段)主要裳念種6雌雄別割合表はt.b1。二の.通り・{各操
 業毎共叉全体とレても雄が圧倒的に'多くキハダ'635%蟹〆一一
 オ78;9・9毛を占めて一いた。.

tab1e6

 主要.撃魚種壁雄割合I表=一(†椚の敬は.%)

   %一

   6.91一・00

   。9房''35

   .77一K5

   !/Ig!00

   //589

   L.〃
一/7一'



,'0

 (∫)キハダについてナメI一の参害率

 1㍗坤害は最祇/α8伽二最高7考8%平均・2%でハ多
 幸1被芦卒であ?た…の臨率は漁獲尾数の.多少戎は一漁具使用
 時間(不経始串より揚縄終り)の長短1二かならホしも比例して
 法なべ(t・わ1e7参照).
t@b1e7

 キハダ'1;ついて.すメに依る被害率

擬業醐 ・1ハ31・!516≡・;・ig i/0 1計項目

 率き竺弔時間

_篶
線 照三郷蹄藩終辣・鞍耐ニヒ」二↓一・一∵キ斗キ㍗∵午今岡1・抑・抑仲・柚・鮒仰
 葦..・漁具偉用時間  投縄時よ一場縄終了時間

被害率(%  キハダ.着簑尼芽支
 キハダ漁獲尾数十キハダ被害昆搬

 ⑫)キハダ漁箏と御蝿・的関辱・.
 そ・昼・服叫目の㍗脇鯛と職1ついて調査ら11緒
 繕奉・岬1㍑…ポ職・..・・予1一平.ユ4・尾舳・・尾と秘
 坤1一神係な之一様に細1.～然し・この事は調査尾敬
 ㍗;一'幣日も・割合漁一φ.寿カ:㍗・・2I帥であった舳かな
 二民事レ.も.奉砕∵様に雀号事さポさも・のかど1うか揮でない



 c3)操業所用時間

 延所要時一画129hブ0甲牛!㌣25ト3
 ノコ平均所要時間12≒ま6職1.g-3ク秘1/2h-33秘
 ・鉢平均所要時剛・…1・リ4・1・洲・5・

 2.8〃鉢

 延数!∠2μ1

 //'一線蹄具とクレモナ製漁具との年較試験
 今向使用した漁具中3分の2は〉レモナ漁具を使用したので
 綿痛・具と比較見当した。然し合成繊維が綿漁具に比べでその

 優劣特長を把握するIには操業蝋ノ岬にすぎ亭い現状でほ
 勝瑚早少であ名が.現在.まで男案される2-3の特長を求むれ

 ぱ次の通りである。

 (1)張力試験ノ'^
 tabユe8、二・示す様に共の琴'カに於暦は無条或は使用後と&
 〃モナがグ・・鞍～…鮎糾1地べで張岬強咋坤
 糸ク'1!モナ共染色する事で張力に若干の低下を見るが4σ慎使

 用後は再び上昇しクレモナに於てば無染色よりs強くなって
 いる。

 クレモナに於てはグ0回位の伎用まではかえって単舳二熱処
 理的役割をなし張力あ上昇を見たのでは■なかろうか

 漁具張一カ試験表

     ←ク1/モテー一一一''

     }一一     平均張力■ドー〃タ!0鞭白糸!_〃染用後1・用・・…
     最大張力=      385340380

     最少張力340-3!5,340 
    
さ

     伸張度㈱114佐44/16!      i50.5';4∠614/6 ■
1 150.5';4∠6

伸張度
伸^臭

原長
 、ぺ/0δ  (伸長=....切断時の長さ)



 ρ)使用上の些較.

 a'/0呵傍屑後苧沸・奉.で.息・コー一〃ターノレが栴当剥脱して

 ∴∴ギ㍗∴㍗外辛子あ㍗様であ
 .㍗キチは畔ふ.舛伸編性が今1叉漁具作製上ク.レ・モ

 }一一ム㌔鴛一与め方釦易いあ一で駕カ的である。

 C.1秤苧宇ク.∵ナ、テ㌦綿糸3国切断したが・"モナの
 、.、、、1切叫う'㍗.㍗蝉によ.る傷ξ元フイ・キ二のから
 、、,き、叶㌻呼ξ二。レ.!。;一1=糸の舶卿の・不坤・・工ψ
 ざ形3砕気輝.叶う二興・厚.軍1不明雫で・李つず二・・
 κ.、二÷∵・.ペペ軸ヂ.!使恥ついて一・1
 本航海にビニー〃製重油タ・ソク2個(/竜クソ・ク/秘×/

 mx/職2屯グソク/秘x2筋x/筋・名称五東タ・」ソク)

 ・㌶.㍗.千ザ㍗.幣即メり場所が狭毒くてすみ・師
 戸,㍗㍗易?岬郷率1平穏率・航海と云1・難件では・
 1声一つll.1球・率搬∴邸蝸苧と1特記㍗与はな.1目摺
 箏締舛舛か.1千・1軸1.

 ・㍑一事!印夢1、讐・夢禦1定帯果・・1
 嚇中或芦一卸.≒・一二外'私一11つけ放蹄・を痢軍・い1綱
 t・b1・二㍗繕納得一㍍
ta.ble8..

 鎮採・・鰯竜一∴展・水:乎・費1.舳沈r
 専ギ.「.・二㍗一;・・叶∵二
 κ㌻1㍍な1は・.∴。∵
 3一プ押}件{・」・‡・1-
 4中シケ!g、。、叫9・、り土八
 千ヤよ一・・ヤペ中1!土!.
 ∵プ1一紬1・・亨一・ポ1サー・
 み麦:テダ・・払4・ポ岬r0し・上グー一.

 一・'20..一



 85-rユ94一切ノ34…00!一1ザ…∵・、三
 ヲ・一・…r打二制一!0∫王ポ

 ポll11練坤{・、・∵・=∴
 /26.一/324一{つ7N.

 但し。振、、、.、。、、、、、、撮ぎ、杜、I"'∵
 昨時間・分1

 一貫婁・ふ㌶㌣㍗竿学習・・三=・一一÷一
 ジ浮.欝
 {ノ)支'一出(直雑費のみ).・1二、:..。.、..二上....二..一
 ・嫉料費重油デ丘二・=ソ、三一㈱長91

 潤滑。油一μ4早、辛Z5鋤一
 クラチ油200文2そ,40σ・一
 '一打.油./.苧弓..。3?41

 (嚇水・出水1・…'一'一・・屯;三・θら、・∵一
 冷水機油・、航∴1婁鮒…

壬

 〃着用・・珪・坤・グ
 (紬費一、∴冷凍㍗一川上.μ.・夕.亭な顯.二、㌧、
 @)消耗品.…(幽甲板釦坪).;舳・・…
 計・I6。α94鉗1

鰍1叉人

 魚種,ポペ平紬・金.ぺ一:一
 メバチ舶砧貢・3σ5869893円

 1一:デ∴llll・リ.1箏1猿1.三一.
 計3.60き/.^え/'3エ944一一

 ・二〃二二



難=関

 白・!9ぷ6,5も27

 …套一'^ブぷ6{6』7

凡例

投癌方向

瀬流向/螺以内

潮流向/蟻以上5
 数学てま一親謂厨数



航跡及観測点一図

 自。∫95る 5!ヲ

 塾〃6果弓

 組asterむsea

凡例
 O一向の数孚は観測点番号
 鐵嶺は表面水温
 イドは観測点



 く鰭榊剛  マが和漁鶏薄講
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々.底邸漁業1試験
 一I一で一上野・茂.一'

 月目ζ三一芽王'匿隻

 '.目・一.∵.'.3

 酔漁業坤海神を如何に培養し釦状を維持するふの問
 揮とポプ砂命1三軸を率二亭る方法と㍗しか考えられ戸
 い。.一・.一1・ご=㌔・二

 蝉の問即r環印て萩市で好成績叩めている東二軍㍗。
 ?㍗叩千.せ午午する一
 .,、.方{.、湊・1・。・三・、
 弾船一・∴ら・ど1.卒I.!.・57屯5σ馬力・
 ・碧間.昭那げ6肘7目玉4月舛目'“一.
 徒業'員痘.調査貫一=ツ名'船員./!名

 餌料・.二沸凍ナて二0・
 舜臭、呼縄.紳ク板付・40尋..・、
 三・一',、・∴畔'甲・一∵蝸一1÷
 ・Iニニー1瞭縄3打ユ5パ
 /.、I一.'㌧・{亭一ち二ゆう線!岬鎖21戸午.
 'I・二、1舛二.㍗:予干.手付.1

 .一=つカ'4.寸

 、∵.、1率辛1沖歪剛尺鵬辱。鉢毎∵一1
 、.二'洩'8ク10鯛爪'.パ
 ーい一漁具散・」考…・0鉢

争滞果
 高ヤトスナホツムシ(動物図鑑に本州の太平洋反目水浴岸の

 禦に於て・・二…米の深さよ1知られると記あ1)の.
 分布広く餌料に対する食害甚しく投縄を終了してから約}時

 間め=後場縄にか、つ`たが餌の上って来るもの殆んどなく6回
 操業20α鉢(づ一句数!600本)に対しヤジナメ25尾

 (38〆20'0匁)平均昌廻Z5貫1二通ぎなかつず二。

二26.一



 一般にナメ.ば森価の安いきので之'を準、業対象として師的
 に成立させる†1・め1二は魚価琴を最で補1わねばならすそのた
 め;二は分布及密度も普遍性省I持たねばならぬと考える。
 以上の様な不騎果を見たしたの.で再度調査をなし.基礎を

 固めた土で本試験を遂行したい。

    月1漁1
    1場

    目1番位置、
    i._1胃.一._、.....し
    4-130-0δ
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 ・商一喜雑感I..{
大鶴支庁土敷領廃一

へ

 師轟の琴ほ・遠く,訪れ・はげしく・且つ鯛が永い・
 叩の下旬から真夏11突入しこ連胃三十度を突破㌧ている状
 況だ。近一頃はいき㌧か麗ぼけの威さ無くはない。壱鉄の志の

 一雫さ.岬青さザ.戸・苧伸する沖縄や麗克島碑の舳
 一金て歳輿が簿・抗っ㌧あ一るの一は詩情を失なったせいか、暑さの・
 一甘い'か。

 着任して七ケ月経p才二二■永年住みなれた鹿児島と、寂しい
 人々と、愛妻を抱いていた今までの牡裏と駿れて、遠く衛へ

 赴くのはとてさ寂しい揮いで乏?たし、ま～二着任して三、四
 ヶ.月間は静かにこちらの事情を研究し勉強もしたかと思って

 いすこが予輿!二反して着任皐喜三十犀度漁船建造融資問題に。
 漁協関係に、あるいは補助事業関係…二道い廻されあっと含う・

 間暮干今日午至った.率第である。.

 こ岬岡宇預じ最一1紬1残や・るのは・今平和坤
 来叶二連間にやた1各地を1ψ調査して掃った農秤鱗
 金融公庫藤森水産課長.ξ行幸共にした子とで幸㍍そq繭雫
 鯛の広さ.・、熱心さ及び永麟に滞する愛憎と誠実きほ同じ・
 水産挙!二た一つきわる芦ξレて深1うたれるところが卒った.・
 学校卒業嘩県庁に入用来この仕事しllづさわって六雛い
 {二なるが、秤めての感銘と言ってもよい。平生杜富に対する
 心構えとして考ネきせられた次第でタろ。
 叉大鳥のI承産業1二対して(流通状況からみて、魚の需給の

 パラソぞ1まま㌣れ㍗1よも㍉よ?てまだ生産手段を増加ナ.
 る必要がある。この資演最が問題となるが当分は、畿配珪い～:
 思う)とあ結論を出したこ・とはよ4こぱしいことであり、公
 ・薄の今二後の融費1三蟻苧を寄垂舳る資第である。い、この
 場合公庫に迷凄を細切るようなことは・極力避け・たいと〆うの

 .o4/.一一



 が私の心構えで・あり、また誠意と好意を示してく.れ子二藤森さ

 んに対する礼儀でもある。.。・しカニし・1、の1ことは実坪上言う一は易
 /㍗ニギ、抄しい榊ヤかる1㌣1体験上よ伽ては
 いるが。・・∴㌔・1.
 こ甲.外…二木島の一水産業の甥一状と発展の方向、水産矛の勢カ

 ニ昧病協のζと・車るい;1生活筆共11している・/はぶ1よ
 匁宍.阜ξ等・私な岬見野戸し1は感想1;ある11次の船
 11苅いIとして今日11これ・でと一“あた～
 、、1呼に.1私自身編奉の苦労単11判る.ので/1i一心編
 集の労を多とすると＼邑に、軍に背きんから愛され且つ内.容

 才坪し下行く…と締.つ子やまな!'・

 了、∴、∴一票撃貝(手甲募鎌)の養・殖
について

前田耕作

 拶弾畢.讐.貝の琴殖が邸行榊るキうになって参りまい1
 駅㍗=宇叩方咋(坤岬町長)=の長井1んがこの貝
 漂㍗球琴華を卵ら㍗めですが当場では予1事がなくて
 胃㍗お二、㍗した差と亭軍即今・砂ら自村の予韓で慶大水・
 牽坤即吟(現生電坤の竿導で試験を1れたのが劫
 ぎ㍗㍗と屈1ヤ・㍗ψ在!・らは・師萩帥鯛
 警轡!1芦同で柵るし叉宇野かちミま大鞘考が続毒入つ
 で航蝉古村(現紬卵1峠浦で大規鮒寓㌣計画
 筆㍗年か今は水産新婦.と隼岬漁協雌魚町の島泊で
 苧㍗㍗具合で畔半糺.坤半亭苧.に亭珠ブームξ・
 育㍗坤㍗州㍗.㍗声11三呼ρ葉神事業不1辰

 費言予し戸ξいましえ:べ㍗琴㍗自由平ぬ車え申出†乏からの



 芦i);現従順調な坤1;責をあ一げており一ます。叉底児島湾奥で従来
 '萩.自十実年'㌧㍗られ1㍉1綱1んと草場が芦蜘こ実頼結
 果明る1中透し㍗いています∵ダ㌧.
 そこで本蛾え;ちは雫水曜及牛根締が計画し下いる嘩で
 あります。昨毒から実施しテニ湾奥の試段結果がよかつ.ず二裏は一

 台風県とまで云はれる本県だけに喜ばしいこキでありますp
 次に一翠螺貝の養殖にづいて牛し述べてみまれ
 zせい、劃壌所

 元来こ・の貝は熱帯地方のも0)で南方に多い様です。.昌本では鹿

 鹿児島県だけの様で薩摩半.畠、大隅半島及び積子ケ・島やこし

 き島讐におらますが犬島には余り屠らない様に云われ・て・おり

 ます燃しこれは調査不足の亭め卸と思われる岬が疹・いで・sあ
 り一ません。.(稚貝があち。こちで見られ.ている)沖縄では石垣一

 島1二沢山いる様であります。以.土色々分布について述べまし

 たが貝の住んで炉るのはこれ'らの地方の2～3尋から!.0尋

 位迄の岩礁の間1二足糸でピッ..タリくつ㌧いて・おりますので初

 めて採、る人には容易に見つけ難い'榛であります。

 λ採蒲について

 県の漁業調整規則でとついよい大きさを制限一してありますb

 核尽する.貝の採秤は少くとも!0～20日採取蓄養'しておか
 ねぱなりません。

 犬偉梅雨上ポ姦一は潅がにごつτ揺れませんので梅雨が終った

 7月中旬かち郷が初まいすが馴れた漁夫は裸潜一りト目.
 20～3δ栂彼とっているようであります。しかしこれはそ

 この剥二従ってその採輔母ポ曽滅する嘉はいうまでもあ一りま

 せ。ん。

 3投入れ二'・・一

 前述0)如く採捕・後ア0～20昌休草書をあたえて核を.入れる0)

 ですがよま採捕が返れて擁浦藏後…二咳入れする汽があります

 之はその後の成績早二犬い…二関係がありますのでぜひと巻避け

 一.玉ノー



 核不れ†,嫡卵7γ.デー月で.9月は.少し運く叉逆…ζ6月の邑
 のは榊玉が喜一1を1ま・亨戸納入れる数はト・卒詰迄ノ
 個の則1・㌻・千1岬箏㍗.一1あ.!、ま1シたが雛㍗質が落ち
 る'ど師価.碑が低下ず一石呼/舶買キ.核2榊上は入れて
 お11叶っ.1.呼坪.に二㍗・仇一とて'・うこと㍗ま
 す。

 伝奏殖場所.辰〃一いかIす土一γ

 ダト辛泰.』性の'ものでミすから『覇{通しのよも、しカ・も'乏麦0)董董られると云

 .う.蔚がよい訳で一あ一ゲまI一す担二こんな場所はあまりあ一りギせんの
 そ{一外海の相I当無<塘人一したとこ一ろな'ら割合に安会'でしょラ
 氷温一七ま冬季ア6度を下.ら令て、・・婁が心要であ四一ます二
 養殖ゐ場合のいか一た垂龍宗一竹をプイヤーセ錆止めして.頑丈{二
 し:'二'一霜1ヒーハ0個ほ一ど二点を・二大流予二らよ来値の間隔をおいて2～

 3来'む・一深ポにつ・善してきざ一き一ます。

 =5管・義ピ'一

 版「揚げ雀.でむ養殖一中・は奮・理しな・・けれぱなりません初めての入

 はよ.く咳入為一が終っ一で臭をう.二るしアニらも・弓卓然に真法が出来
 ポ賞1二思う人が多い様ですが実はこれ.からが難事で毎'目の翻

 嚢と手入が必要であ..一句まサー二・即ち貝や寵に」フジツボや貝類・
 藩褒類がIつ=げば掃除'をレ水が余座にヒったら外一え移.す一と云う

 具合で、これほどの位(D労力をかけたらよい.か説明しても足
 .句一る.ポ肌1で1二は偽:.り遥'せん一∵叉簿の塗I料が矧げれ1英一それ芭塗り

 練算㍗㍗1叩㍗て置く必干があ州
 ガ多,月末水漏が'一/.7渡一か喜一ク8度位にたりますと貝お成長も

 止まりますので双揚げる事になります。

 そこでZ000欄に対昔る初年度の見込額と28隼・度から3

 ・0年捜飽宅水産試験鵠あ実縷を記して皆様の参考に致しますg
 マ累.螺貝養殖し要する.終籍

 敏一'一=名'敬魚.一ゴ単.ポー全備.老
 母貝ノニ.00080円.8a000.蓮覧荷螢費その臨書観を含む
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殖

俵

員一

踊口

猛奈

口

竹
.

 ワイヤ百一プ

1総

錨

核一入費

 ・人夫

 その抱

合評

 200,・・2享0

3.0007

 ∠.磁0

5Z000

!0!,:20

ノー/2..oc3

.350

5人500

50..え500

.50200

 、ぎ繧1o`)o

 ユμ〃

ユ6oo

 ぷδoθ

∠200

ノ,2,000

.3500

7500

7500

-70.000

20,000

.2α700

 {ケ焦・随廓

 ・5ケー年

 .タナ。隼.

 、㌻ケー・尋…〃

 8黒聾ξ.貫婁……殖喜式ζ表章き三忌

28年一度

咳入母.員.838個

 取一場母・貝682・廼歩留り

 売上280個・魯6ク.o

 ,25.2・胴@1220

計

843%寸

 !87る00円

5-5.4.40円

 243.ρ410円

 29偉崖I、.1・..
咳入母貝,26/個

取揚母員.55亙個

 売・土2'4個

 8ク個

29'4何

計

 歩留り

 革!2.ノ5
@.78-3

 @/ζ昼5.

8反7%

 3∠570・円

68/2/円

5.4.一39,5一円
/

 /{仏0タノ円

30一隼度

 1…亥入母貝41ユ7値〕

一33缶



 取揚母貝・33.6一側歩留づ7星7%

 売上..23電@∠2〃567945円
 7く佃@.。ク835ヲ1508円

 !9債@.名50£550円

204個@一!8537740円
 計・/3エク43円

 上記の通り当場としては割合に安定して折りまIすが業者の分

 は一様でなく赤字つ'ゾの,へもあ予ので箒植中の管理雫に充一
 分注意する婁がよい結皐を産むのであります。.

 一"うし尭'ソーギ.一ジ〃について

製造部藤田薫

 昭一和25年以来とび網漁船自体の動力他による音沈とか、そ

 の後はきぱつり船や30毎カ;ら本格的ミニなった操業が影響す一
 るから・不漁1;なったとか諸々'のことが不漁②原因1二なるとか.

 勝手な繍で色叩紬されたとび鮎昨年来漁獲量!一段
 と増大し・特1≡二合隼は寺へ戸出し良く、6.月2ρ目で既.に犬
 掬だった昨竿夕上・楓ち…高尾の水揚があつ㍉
 とび魚は過去の記号から見て周'期変動型吉考えられ約7庄を

 局翔に好漁を見て弔㍗である一舳局翔1党から肺ム師
 バ帥箏から早て'秤は今刷上の培漁が見込妾れ.
 るパしか季11こ今せサ.1の豊漁1例によって大漁貧差
 が現出し今偉岬均は戦后坤てあつll^の大漁貧乏き根
 神11は坤岬面.l1舛があるからであ1舳さて置1従
 来の塩干一以外に劃顔一的な利用面の開持が必要な訳である。

 きて卵とび魚舳工㍗いては目下請究途上にある範1o追
 って共の成果をお報せする事ピして阜速‡題正二移る事と'しま
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 うしお煮の事については・本郡第3号～4号でも説.明して参り'
 ましたので率ρ。性状等・良く幸判りの率と思いますがかのうし一
 お煮同様魚の全成分を摂食秀るとポき輯的で考案され尤の・が
 跡形.争し'お立一ゼータであ`サます常従来ソーセージは畜肉の.

 み…二で生産されていたのでありますが、近年魚類利用のソー
 セー.ジか広く大衆化され量に於τ畜肉ツーセージをはるか1二。

 しのぐ売春を示しつ、あり基す。燃しながらこの7イッγエ

 ソ.壬一ジもけい肉或は特定の魚種の一あ使用しかつ叉幾ぱく

 かの畜肉が使用される婁は云う迄ちなく切え十発育瑚の青ク
 釧二最も必要と云われるりん酸、カ〃シウム分と鉄を含有す

 る骨質は殆ん臓てられ㍗る状態で.舳ま㍉此の率ラし
 おソニセニジはサパ、イワシ叉は従来塩千以外に加工価檀の

 、なかった…㌣・緑竿の大衆魚を・原料とし、.ただ内臓を一際ζだけ
 で歯から尻尾まで全部利用寺.る事から製品価値も賛ξなりそ

 の上{二たん白質はもちろん今日・流行のミネラ〃即ちカ〃ジク

 ム、りん、鉄等不可欠の成分をかレて食べることになるから

 ・国民保健食として充分の価値を有すると同時に、如倣なあ魚

 種をも使用出来る事から、ひし;ては魚価の安定にも一段買い

 得るものであり奏す。一燃らぱこのう、しお7一セージがどんな

 方港で作られるか、どんな成分があ⑤.どんな特徴があI1るか

 ?これらの傘について芦製法そあ帥からしてまだ研究す
 べき点が琴一、.れ朴るので・次号で鈍らせする婁と致しま
 す。一...==一

 。}35一
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 ち・ど一句丸・ポ記一.

 ・上野旋

 沿岸漁業は沖合進出…二大きくウェ・イ}.抑・グないと何時まで書

 も文化生活とやらの余しんを押するだけだ云々と、机上では

 至極・もつξもIらしい理畑が犬Iした労なくして出来るb
 でき上った机上フ'ラゾの一つに;山口県萩市の漁船が東支那

 海でサIメの好漁をしているらレいから、その技術を本県に導
 不して,先達的な指標を築き上げて亭たいと云うことに征っ
 た。_

 萩漁船の状況を紙に飢・たものを・貴重品・扱11して一先・ラ漁
 場からと奉うことで芦手してみると、ちどり丸の時遼6湧で
 は、近いところでさえ約3昼夜Iか、る。

 鹿児島地方気象台で台風の発生回数を調べてみる'と、4月は、

 大したことぽな.いがク～8月と月が進むj二従って回数の精一加

 が目立って来る。そこで萬一を慮って既漁場と似た条件をも。

 つ手近な漁場を勝手にきめてみテ㌧

 そして船員に計画を伝えた処台風の話も出て来たの'で、勢の'

 赴くところ、一それでは自分も行を共岳;しようと'柄にもなく

 強がりを云う三とになったのがそもそ書ナハニけ・舳る結果
 を産むに至?刊・ささつ?一端である。
 6月/7目.',.1・^
 綴作り、ライ!ポーラー据付嬢迅をやっと寺まして日曜目

 にか、わら寺、西一田螺畏に軌送られて母港を出帆・

 行くこと30分程、薩英戦争の際、薩軍が砲台を据えた沖

 小馴二平行するところ1になってエアスタータンクーあバμブ.

 が悪いがどう寺るかとの相談、出船如引返寺.のはイヤだか
 ら山川渚で修濯し様と提案したが“日曜嚇ことではあ、.
 得意先も少いご二を.考え引返しに同港

.6局!一8目

 6時出港時々にわか雨か来る。一5時間程か、つτ鹿児島藺(一

音.37一一一一



 口に出る。酉.風が2位吹いていて、向ぶ雀のユース'と一なる。

 舷側の波切り状態を克一6'と紙一学位しか舳1・自転邸
 嶋枇嫡・さ二であ糺二
 航海らしい航海に出るの倹何一単振出がと指を繰ってみると/

 占;η蜂1I振一ガセある。狭・一も、よ・ツ1ドで'転喜一老亡、一七='ま・ど一ろ壱。・=・
 ま丞)月二・",Ig冒・〕.一一・一'.{.H・

 漁場1二`向・捗続.I航・.1∴一1.一一∵1二'・1一。
 モ芭=誘打2:0日=・'・」=・一二'1・・.

 箏二親1一時一半一頃=宇定の'漁場一、二'づく、漁船の夫が一}Iろ'見え'るの一で。
 ・'載碗漁船'も岳から吉へ机一上.I一ブランが図1…ゴ当'ろ'夫主ホクー少ニ
 ム、

 醍佐欝叩船㈱坤、咋探・蜘剤=φ鮪の繍二を
 弓一.1久抱一1るぺ他絡を離:島た・方'差1案外当るれ如喬缶なし～パタ
 カ(ヤジ)ク尾のみ'ζ

 ガ撚ちは夕縄ぽ他船氏・援軍一してみ光が之ξ訣目1二・紅あ■あ余ち=
 ポ騒るく・ゴ陣た喜脂出血'や、・虫食いn壷が上るぞ粂えチ三みゼ
 6痩・組1ク種

 た曇りかねて夜半袖船え蒜せてみるこ一新あ船に珪違{;ない、
 .。瀞、、.小鯛に従蟻してマi声る'芝あご亥、少し深所だ壱動して差
 :;鶯婚効果あ病ら帝曜泊する。

 娘帥附遁.考柵守鋤わの中外歩し=話1長1手れば木6)葉
 をまい篶一様に流約.安う七一行く、イー三と善寺の目鋳.セあ三,ナ
 メとの.生.詳競、争のしかちしむるところだろうか、一ξあ走め

 11事メの一飯、^飽食しで館一紀つかない(だノ11う'か差、デラヌご
 し'行付、亭・し.て・呑;殖ξ1一村皇∴ザ、・.・ジー一,・・一・

 ・・'夕耀肘一θ・ρ一兆纏一だ'喋あることに.し、2一一時雨車、続走寺る、
 、魚擬に現れ・る海・底あ・懐辞は極めす綾・漫・ゼあ一る一。・ソ

 ペ暖果席良、平分=ペチ手キ'一シコκたったす一二Iガ…一上ろ一十ぐる、既
 ・舳燃喰岬・ξ1ぎれ・脊都も一皮だけ、鵜っている∴号1“一た一ゴ
 しい小童で予る・鵠亭禽1・瓶に・とるミー一ごの.1.ぢ一1バーぎ小

 !一重は後で調べて貰らつアニところ、ヤ寸トスナホブ1土シ1ま'云
 亨㍉ζ.ザ・∵・・一。.∵戦!'1・.一38」・



 ふ綱丈攻入一並!1やさし1・奴㍗?、.、一.
 ちと嚇議を開一いたが・芦寺!'づ'千一戸見.1・出.㍗'9で
 一昼率南㍗る子午叩を下、
 4一月22日・..一.、

 南下続行・前.日来一太平平上に戸呼号ヂ機レ・舵機一檎
 1炉つ平甲I1一㍗,芋と撃,岬和が.・外と.1ψに解
 消一一し}安心6・.L

 確続纏1欄も岬帯に辛って:†雫は叶1千11恵
 全れる。

6月一23一目

 午前3時第二次目標の漁場1二到着、張切って朝縄を入れた・

 が性.トスナホリムシにやられて・餌は全々上って来寺漁
 皆無。

 2時間半南西一著二航走暇泊。する。南方に暇油中①すバ跳つり
 船一隻を望む。

 この状態で本試験を続行す,るこ乏に深三・疑妙年二戸ザ.
 !3時舳茶岬聞を閣率に秤える1雪仰飢届1聞
 叩付いてく㍗ドよいが・こんな藍:一座苧㍗千.甲、ξ二軍す・
 ので燃舳'との意見が鯛1二単る㌧1、、
 企図の中絶と意表の闇雫・・漁ろ'ξ試障と弊不坤坤係・
 ・ミ秤大子咋竿の際11蝶つ畔去の坤置印卿・宇くね一て
 ・・見上を跨意す。

 6ξ2そ.百L'.一一.一、..、.、、、、、戸へ..
 年甲そ時撫.ク州1牢縄与1喜漁皆紅箏㍗
6月25日

 帰帆嵐は弱い綱つ1榊足の進今遅㌧・、乏ρ.ピ級
 の雫葦漁苧揮導船が慾い㍉
6月26目

 8蒔鹿児宇㍗知生㍗:9・.㍗キ舛噌争咋と
 なる。

 皆1飾付)・㍗,一心山べ冷冷劉1
 -39一一、



 番線㌫㌣∴舳ぱな・㍗と'
 雫児島舳マボコと自慢峠って、康料は高かナパやな、・
 い表:。ソバ牛て鮎、叩青二卵たらウヨ.ウヨし牛らあと・
 唯一1つ・.た呈では早か.つ1≒が・.・1イラならぬすメとl11
 市つ・てナ～にけらhてサメ・わとI血いて帰る阿亭となり辛
 ㍗、
 '何とI去っても漁師は魚の歯を拝まんことには話に沃らん、
 単にユウウツが残るだけである。次の段階が魚価.の安定で

 ある。

 、撃・{.・苧二部便二り
 ギ㍗・テー目7・7月3㌦

 ,1ぐ1戸,φ引!、ジセ÷9)製鋼験・
 照市丸の11ぐつ章庭用する好銚恵ま払原料察と.
 ㌢㍗㍗.声がけ二字却1体中応グ
 、∵、坪軍ターら紗裏声.どい一セー叩料としての

 まぐ事よちは他のI魚榊二比ぺ別調色はみられ午～
 ・曜印場合鮮度が厚早題となって一来れ・'
 ㍗㍗?。㍗坪岬予!・.ては特に納棚内部と外字
 とは一その状態において一致しない場合が処々あ看ひ

 、、、ラ㍗出し箏繁ゲ粁冷㍗二・琴榊畢奥に感染さ
 れ易いさのである。、

 興加工]=程辛、鮮度価下をまねき'て馴・煉製品では特に、

 、、作率場ξを.㍗帯号峯{鎮萄で蓼舳さな川・い呈敏
 “ダ…遠な作業を∵必要とすえ釦摺肉中⑪発熱による解度の司■

 二、。{低下宇部羊I咋撃坪まれる
 卵25日～・月ど日,一・一㌣.=r

'一40一



 とび魚加工試酸.・…、,

 雌干の抗毒舳甲の使角時紬卵11鮎の油岬止効果和
 布r

 ユ煮干晶、煉製品の加工芳怯及びその製品価値をテーごξし
 .た。

 7月3日～一!3日

 うしお〔,}セージ〕の一般成分分折
 現狂迄に当部で製造一しテニ〔ソー・セージ〕.数十李=に?がで成
 分分折を打つだ。今度薪らしく、水産学部一より上用患雄異

 ξ当部。に抑えた錆一番目の仕事であ帥`
 7月9日～!3目

轡度保持基礎試験
 生き坑(さかな〕岬ばとラなっていて・.それ1が鯛を下一
 へるまでにはどんなに変化、していくかを検べる一ため、藤田.・

 弟乎1克二荷部員一が移動実殴奉を仕文て千イ町石垣へ

 本議=楚で鮮度判定上何らかの資料をつかむことがでさるの一
 一では.あるまいか。.

 7月!!日～!9日

 '魚肉の弾力比較試験

 煉製昂の生命である弾力(ア・ツ)ぱ'魚の種類によって著しい
 い差異が李局ので.ジーセージ製造に応用一してこ,の比較を・
 検ら・べる.ざのである。.

一4!一



 確;角立寸“。..予.プ、メ∵一.1∵
 北山技師、''黒蝶母介購大打合のオめ鹿島村え
 伯27ガ.1、λ、!・.・
 前田技師、照商丸に便乗犬島え土用波を険って三日間独頭

 、ζ二1・1か㍗、㌣、・.、。.
 幾㌘∴㍗;㌣㍗㍗㌣∵㍗㍗1
 量;;1;;幾二㌶㌫姓㌣'1.一㍗が

7.月7日.一

 、続言叶1㍗†㍗町㍗㍗I
 二言畿ア1㍗㌣㍗一11尉㍗甲校1実㌣髭
 内κ面協講全県庁第二会議室で開催さる。・一場長二北山技師

 、鶯、1・一一I、・∴ll..∵

 _幻、・一



 さけ、.、ます.漁業擬・業国誌〈北洋便り)

 徳I留一陽一郎

名月29口

 0ヲ時釧路出港、乗組員17名、内北海道出身2名、

 S丑の風強し.一、一

 6月30・日一I一.・・一ベニ∵

 o!時stan司by・(投縄一準備)気温Z-g度水温Z5℃の
 寒気、経験者は居らポー応まごつく、02-3=0・投縄に

 か㌧る。ミEツびのま、投縄したのがや〉あり,一同、・寒気

 と勝宇悪る・さ1に、気いらだつ。=

 04一ρ0終了・、05ト05m揚榊二か'る・干や大陽は界
 は昇り、すつかり明るい、!2h-05皿終了

 皐ツレが多'く∴揚細し'テニも孚は'全部初めからい.ちいち整
 一理する。・.

 初漁のため七輪3ツになぺを1かけスキャ.キをや・る。

 油が'多Iく一非常{二背く北海'の珍味を心ゆくまで味二'う。一.一
一7月!口

 .投編もある程度婁領がわかりとy.こ・'う.りなく終・了、一2ρ余

 鉢揚綱一し■だこ'ろオ。ツトニセイと思わせる動物3頭に一会い{I一、
 '同憂矯あ弘言葉を浴びせていだ亭㌧.、系戸の二切断・されてい局④一

 に気付ミ.二約30肴捜索にか、る・ところがオ7㍗セィで
 なく一海馬∵てトド?北海道出身・のものが.教一える)・がつ・炉針に

 かI'㌧った一マスを次ぎ次ぎに食い(.腎は良一わない)空.気を吸

 う時、上半身をモチ上げ、苦々をアザーケソ笑うが如くして

 いて執・㍗ハニさ.わる1・i・一.二
 その時、池華氏が毛リを打つと。脇例に'あだつ?二。・

 哀願する卒の様な泣.き声と顔付き…二なり・、'同r時は無僧
 の様に威じ†こ、、しかし苦々食のζめに労働している.ので、一
 。'も一う。逓.じな㍗。I3人～.4人掛りでカクトウ30分引・き寄せ
 ようとしたが、.と・うとう縄が切れてしまつ'た。I・

 一1一'rヘゾ・㌦…、..一'い.一・算恥{L}一～一・(・・一へ..一'.一一年ル'.、.



 別6小・さいあは、編・を那うと堀釧三なった南・い度嘩す
 プ穿時頃よあ濃義1二跳る・、
7月亭日一一.二;
 紫外戚綾が真かつすこので・、夕縄を・行うしかし時間の都合.

 で揚朽が阜争かり1た淀め漁〃50で終る。
7月3日

 原因不明により絹4ヶ所切断され、捜索一に時間を費す。一.

 細野氏が海中に落一ち・ち演靭があった。'.・一
 η≡三月14信一・一一一・∵・
 二一」着し'一くなく夕綱まヤ行.う

 千日=圃操業すると、もつれ一のため22陣までか∵.る。

 …享1ヂ壕いあξスイミ=/不足で大部疲.れる・。
7月/!磨一

 三二二朱温4・℃に下り一千qこ㈹と皆張切っτ揚航か'㌧る
 辺0体位あところで切断流失している一ことがわかり捜索{二毒

 める。濃霧のだ苗3.一千・.40秘一迄'しか見え寺.!・時間・3・0'分

 やっと露見場編にか㌧.ると、他一船の縄一。と^諸にモッ.レ1二

 なって流れていた、いちいちは寺していったら幾ら時間一・一

 ∵伽…あって・一も容易な;鄭π1まないので皆甲板'上え210体位で

 叉'次が二な1いコζ1一一!.3時=間位一捜索1し'たが視界が全然駄目.なIの

 ・一?ついに壱為言喝一め多、σ.
 .二:7'同ソ■3一日1.0'二'∴二1づ

 二1-1ポ5・鉢で8・=6.1二01喉⑭'好成績ブルガ・一三ソライソ寺れ.青

 デI槻・ヤ・一肺気を{も兆1だ'が洋上異常・なし'潟尋のお・か一げきま

 ・.ヤ'した。^1I・・三・一

 残念なるかな一口20体位づ㌧使・用出来ない優毛.ツぴが

 あるので思三一よ。ラ玉二役綱が由来な一い
 .=.水温z4℃・

 .、臥土機業口1を神出一しま!たが・操業日数/7口・操苧回数
 .2/回で8!00尾であった。

 ・一一''一I一一・㍗44一



 帥の賜・㍉瑚ゼき丈のは3p海上はナ押年平は易いが
 整理で時断を賞し。・ヘイニミソ時剛ま平均一口4時間の労働で
}一〇〇

 乗組員一同調萱船という意識のもとに首究η、4レんで一向ザ

 場長日I誌

7月'9口

串木野中一挙校長八代氏

 生徒の・こしき島水産実習にちどり丸供用依頼一につき来訪

 7月・/0日

 ◎先進地視察サ画について水産商工秤に説寧する。
 ◎32年度水産業技術改良普及につき水産庁え提出すべき蚕

 料の作製につき基本方針を各部畢と打合す。
7月!!口

 ・新庁舎の設計に付き建築課の設計担当者と打合せる。I
 7月ノ3口

 1熊毛皮即上妻技師・中積子町の上門経済訣長∵同漁歯の一
 新開専務理事メジカ節カロエに付き来訪

 7月!4ポ'

 ◎新館建築設計担当者の白石技師間取筆一二付打合せのため来場

 場,各部長集含意見希望を交換する。

 ◎照南丸対馬暖流調査を終了帰港ず。

7月!6口

 〔うしお〕ツーセージが酸敗したことを発見したので、とり
 あえず更生q方法名講寺ると共に酸の鮒を化当分析でつ.
 かみ、原因の一端を多少でも科学的につかむ榛命寺る。

 (たゴ.悪之なった、多分あれが原因だろうと推定するだ・け
 で終るべきでない^やってみてき削らぬ場合でも無殊でな
 、'二一・4さ一一一



 も1神戸1)二・.・..∴㌻.一…
 ク月!9日..,二、・三

 9ミ、賜榊聞の沖・野記芦か・ら坤デスク.の金岡命令で・本場
 の水.中カメラによって4真'紬について俵頼あり、協ガを
 約すd

 ◎手打漁協外2グ所から岩面騒破機の使用申出あり北山技師

 を潴導Iにあてること…二する。.、
 7月2!口～7目30日迄宮崎、1大分、愛媛、高知各県下の

 先進地視察題を引率して出張

8目3日

 藻蹄外・筆具有牽と共11。才/生・そ苧水し㍗、る。.ニ
 ベ8月6口

 八月二ロ岬一で転出した卵庶幣部長の後任辛レて・一岬労
 11三1職務所琴の中馬氏㍗附セ鮒き糺
 8月クロ

ー1''ゾ

 水産商工部長室において夕月帥予算要余の大綱1つき打
 合せ

8月10口

 弗、母様ミ、け、..妻、亥類案調軍長、申嚢中の徳留君無事煽;庁



編集後記

 先進地視察1二照寓丸7・月2/口出港艦勢1ク'令端}敏蔚蒐
 6ヘツドの数が1I2しかないので県下箸嚇1脇も団体1の申・

 込みを厳一選レて75名程度にと㌻めよ一うど'いう=当1切の峨

 郊あつ一だが希望者が殺到して収拾つか寺方針は秘馳
 て`乗れるだ榊甘ろという勇しい一ナーピ刈二変った・。

 団長は也申奇雫民は一さ。ぞ御苦労なことであったろラ。
 視,奏してI威中る度合はそれぞれ還った邑.のがあろう、.も

 ∵牢かえった一粒の麦が永ト風雲を経てようやく曲かなり
 1土でも本県の或る一隅に芽はえるならぱ先進地一視劉二翼

 する終費も叉碁安いというものであろう。

文末


